
私
は
現
在
、
基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
三
都
以
外
の
地
域
で
実
際
に

人
々
が
手
に
し
て
い
た
書
物
が
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
書
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
近
世
と
近
代
で
い
か
に
変
容
し
た

の
か
を
探
る
こ
と
で
す
。
昨
年
こ
の
場
で
ご
講
演
さ
れ
た
鈴
木
俊
幸
氏
の
お
仕
事
な
ど

に
よ
っ
て
、
近
年
開
拓
さ
れ
て
き
た
有
望
な
研
究
分
野
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
対
象
と
す
る
時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
資
料
が
使
え
る
の
か
が
、

い
ま
だ
模
索
さ
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
こ
に

少
し
で
も
新
た
な
知
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
と
に
か
く
望
み

の
あ
り
そ
う
な
文
庫
を
調
査
し
、
資
料
に
当
た
っ
て
み
な
く
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
ま
ず
は
調
査
研
究
対
象
を
北
海

Ｉ
・
基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
に
つ
い
て

第
三
回
調
査
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
【
平
成
十
九
年
六
月
七
且

明
治
初
期
の
江
差
町
に
お
け
る
書
物
の
流
通

ｌ
江
差
町
郷
士
資
料
館
蔵
関
川
家
文
書
を
中
心
に
Ｉ

道
・
東
北
地
方
の
文
庫
に
絞
り
ま
し
た
。
ま
ず
選
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
江
差
町
郷
土
資
料

館
・
八
戸
市
立
図
書
館
・
弘
前
市
立
図
書
館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
で
す
。
い
ず
れ
も

縦
覧
所
や
読
書
会
、
有
志
の
蔵
書
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
そ
の

地
域
に
以
前
か
ら
集
積
さ
れ
て
い
た
書
物
群
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
し
て
そ
れ
を
利
用
す

る
施
設
や
方
法
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
る
べ
く
そ
の
地
域
で
読
ま
れ
た
書
物

群
を
対
象
に
し
た
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。

そ
し
て
、
弘
前
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
の
文
庫
は
い
ず
れ
も
海
に
面
し
た
重
要
な
港
町

に
あ
り
ま
す
。
弘
前
も
青
森
と
の
交
通
が
盛
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
海
路
を
通
じ
て
運

ば
れ
て
く
る
書
物
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
北
の
書
物
の
流
れ
を
把
握
す
る
と
同
時
に
、

日
本
全
国
の
書
物
の
流
れ
の
一
部
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
物
群
を
考
察
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
、
一
年
ほ
ど
調
査
と
デ
ー
タ
の
整
理
を
行
っ
て
い
く
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
地

域
で
必
ず
し
も
海
路
が
書
物
流
通
の
経
路
と
し
て
特
権
的
な
地
位
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
で
は
、
江

木
戸
雄
一
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戸
に
直
接
注
文
し
て
、
陸
路
で
運
ば
れ
て
く
る
物
の
方
が
む
し
ろ
多
い
よ
う
で
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
鈴
木
氏
も
昨
年
こ
の
場
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、

流
通
情
報
を
得
ら
れ
る
資
料
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
歩
み
を
い
さ
さ
か
遅
々
と
し
た
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
読
書
会
な
ど
の
読
書

行
為
の
研
究
に
や
や
シ
フ
ト
を
変
え
る
か
、
新
聞
の
出
版
広
告
な
ど
の
新
し
い
資
料
の

開
拓
に
着
手
す
る
か
、
ま
た
は
、
調
査
研
究
対
象
を
別
の
文
庫
に
変
え
る
か
、
い
ろ
い

ろ
な
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
流
通
情
報
の
獲
得
の
困
難
を
現
在
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
江
差
町
郷
土
資
料
館
の
関
川
家
文
書
は
、
や
や
効
率

よ
く
書
物
の
流
通
情
報
が
把
握
で
き
る
数
少
な
い
文
庫
で
す
。
個
人
文
庫
で
あ
り
、
本

の
購
入
者
と
い
う
最
初
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
あ
ま
り
迷
う
必
要
が
な
い
こ
と
、
そ

し
て
、
日
記
や
取
引
記
録
な
ど
、
書
物
の
購
入
や
譲
渡
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
得
や
す

い
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
関
川
家
文
書
の
う
ち
、
関
川
家
周

辺
で
書
物
が
最
も
よ
く
動
い
た
時
期
と
思
わ
れ
る
、
新
聞
縦
覧
所
開
設
前
後
の
明
治
初

年
代
に
絞
っ
て
発
表
し
ま
す
。

で
は
、
最
初
に
関
川
家
及
び
関
川
家
文
書
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
関
川
家
は
越
後

出
身
の
豪
商
で
、
北
前
船
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
に
関
係
す
る
の

は
、
江
差
の
代
表
的
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
新
聞
縦
覧
所
を
開
設
し
た
八
代
目
平
四
郎
、

そ
れ
か
ら
、
そ
の
息
子
で
あ
り
、
明
治
初
期
に
東
京
で
商
売
や
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ

Ⅱ
、
江
差
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
関
川
家
文
書
に
つ
い
て

て
い
た
九
代
目
与
左
衛
門
で
す
。
彼
ら
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
平
田
国
学
に

傾
倒
し
、
江
差
姥
神
大
神
宮
宮
司
の
藤
枝
家
な
ど
と
と
も
に
、
地
域
の
啓
蒙
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
江
差
は
俳
譜
が
盛
ん
で
、
平
四
郎
は
一
鼎
と
い
う
号
で
、

東
京
の
鳥
越
等
栽
に
師
事
し
て
い
ま
し
た
。

関
川
家
文
書
は
一
万
八
千
点
弱
と
い
う
膨
大
な
文
書
を
有
し
て
い
ま
す
。
先
方
で
お

伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
、
近
世
期
の
も
の
は
ほ
ぼ
整
理
が
終
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
近
代
の
物
を
中
心
に
ま
だ
半
分
以
上
の
文
書
の
整
理
が
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
簿
冊
形
態
の
も
の
は
ほ
ぼ
整
理
が
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

取
引
文
書
や
書
簡
・
俳
譜
関
係
の
文
書
な
ど
に
未
整
理
の
も
の
が
多
数
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
書
物
の
流
通
と
い
う
観
点
か
ら
関
川
家
文
書
を
見
た
場
合
、

問
題
に
な
る
資
料
は
大
別
し
て
次
の
五
種
類
に
な
る
で
し
ょ
う
。

１
．
取
引
文
書
…
注
文
書
の
覚
・
書
籍
の
送
り
状
な
ど
。
但
し
未
整
理
多
数
。

２
．
日
記
…
弘
化
四
年
か
ら
明
治
三
十
二
年
ま
で
断
続
的
に
百
二
十
六
冊
。
八
代
目
平

四
郎
の
日
記
の
一
部
（
明
治
二
年
～
十
一
年
）
が
『
江
差
町
史
第
四
巻
」
に
所
収
。

ほ
か
に
九
代
与
左
衛
門
に
よ
る
出
函
日
誌
・
出
京
日
誌
な
ど
が
あ
り
、
書
物
や
新
聞

に
関
す
る
、
江
差
か
ら
の
注
文
の
内
容
、
入
手
方
法
、
江
差
へ
の
送
付
の
記
事
が
見

ら
れ
る
。

３
．
新
聞
縦
覧
所
…
新
聞
縦
覧
所
関
係
文
書
が
一
括
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
一
部
は

「
江
差
町
史
第
四
巻
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
新
聞
…

（
１
）
新
聞
縦
覧
所
備
付
の
も
の
。
郵
便
報
知
新
聞
（
明
治
七
年
～
明
治
二
十
三
年
）

函
館
新
聞
（
明
治
十
一
年
～
明
治
二
十
四
年
）
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（
２
）
地
元
紙
。
か
も
め
・
江
鴎
新
報
・
江
差
日
日
新
聞
・
江
差
日
報
・
江
差
新
報
・

江
差
商
況
周
報

（
３
）
主
要
港
の
商
業
新
聞
。
敦
賀
商
報
・
東
京
商
品
取
引
日
報
・
尾
道
商
報
・
大
阪

商
報
・
酒
田
新
実
業
日
報
・
東
京
株
式
取
引
日
報
ほ
か
。

（
４
）
各
地
の
新
聞
。
此
花
新
聞
・
明
治
日
報
・
秋
田
暹
迩
新
聞
・
大
阪
日
報
・
大
阪

朝
日
新
聞
・
大
阪
毎
日
新
聞
・
峡
中
新
聞
・
甲
府
日
日
新
聞
・
真
砂
新
聞
・
西
海

新
聞
・
静
岡
新
聞
・
横
浜
毎
日
新
聞
・
日
本
・
日
出
新
聞
・
青
森
新
聞
・
淡
路
新

聞
・
北
の
め
ざ
ま
し
・
読
売
新
聞
・
東
京
日
日
新
聞
・
松
本
新
聞
・
新
潟
新
聞
・

山
形
新
聞
・
広
島
新
聞
・
四
日
市
新
報
・
改
新
新
聞
・
日
進
新
聞
・
開
知
新
聞
・

東
京
絵
入
新
聞
・
田
舎
新
聞
・
東
京
曙
新
聞
ほ
か
。

５
．
書
籍
・
雑
誌
…
（
１
）
新
聞
縦
覧
所
備
付
の
書
籍
・
雑
誌
。
（
２
）
江
戸
期
以
来

関
川
家
が
私
的
に
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
・
雑
誌
。
（
３
）
関
川
家
十
代
常
雄
の
東
京

時
代
の
蔵
書
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
俳
譜
関
係
の
資
料
を
加
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身

そ
の
方
面
の
学
識
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
全
く
目
を
通
す
こ
と
が

出
来
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
担
と
し
て
今
後
考
え
る
べ
き
課
題
で

す
。
こ
の
中
で
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
は
２
の
日
記
で
す
。

江
差
に
お
け
る
書
物
の
注
文
や
受
け
取
り
、
縦
覧
所
に
入
る
書
物
の
情
報
な
ど
は
、
八

代
目
平
四
郎
の
日
記
で
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
東
京
で
江
差
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
本

を
購
入
し
た
り
、
新
聞
を
江
差
に
送
っ
た
り
と
い
っ
た
情
報
は
、
九
代
目
与
左
衛
門
の

出
京
日
誌
で
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
発
表
は
こ
の
二
つ
の
資
料
を
軸
に

し
な
が
ら
新
聞
縦
覧
所
開
設
前
後
の
書
物
の
や
り
と
り
を
確
認
し
ま
す
。

江
差
で
新
聞
縦
覧
所
が
開
設
さ
れ
た
の
は
明
治
七
年
で
す
が
、
こ
の
縦
覧
所
に
は
前

身
と
も
い
え
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。
「
江
差
町
史
第
六
巻
』
に
よ
れ
ば
、
江
差
に
は
、

姥
神
大
神
宮
宮
司
の
藤
枝
家
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
藤
枝
手
習
塾
と
い
う
教
育
機
関

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
幕
末
に
皇
学
舎
と
名
を
変
え
て
、
平
田
国
学
を
奉
じ
て
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
八
代
平
四
郎
が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
改
革
を
行
い
、

九
代
与
左
衛
門
以
下
、
宮
司
の
藤
枝
政
延
や
、
当
時
最
新
の
洋
学
を
修
め
た
本
多
正

幸
・
古
郡
真
直
と
い
っ
た
若
い
知
識
層
が
、
皇
学
舎
に
教
育
を
目
的
と
し
た
文
庫
を
開

設
し
、
書
物
の
蓄
積
と
公
開
を
始
め
ま
し
た
。
次
の
【
資
料
１
】
は
、
そ
の
時
期
に
購

入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
書
物
の
覚
で
す
。
四
書
五
経
な
ど
、
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
物
や
、
『
草
茅
危
言
」
「
通
議
」
な
ど
、
い
か
に
も
幕
末
の
尊
王
擬
夷
思

想
を
養
成
す
る
よ
う
な
書
物
が
並
ん
で
い
ま
す
。

Ⅲ
．
新
聞
縦
覧
所
の
書
籍
に
つ
い
て

［
資
料
１
】

覚
一
五
拾
三
匁
会
玉
篇
十
二
冊
極
上
板
本

一
弐
拾
五
匁
訓
蒙
故
事
要
言

一
弐
拾
四
匁
草
茅
危
言

一
拾
壱
匁
山
陽
先
生
通
議

一
拾
九
匁
孔
子
家
語
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【
資
料
２
】

明
治
七
年

７
／
２
４

０
／
０
／
２

こ
の
皇
学
舎
の
文
庫
は
明
治
六
年
に
焼
失
し
ま
し
た
。
教
育
機
関
と
し
て
の
皇
学
舎

は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
存
続
し
ま
す
が
、
文
庫
焼
失
の
翌
年
に
新
聞
縦
覧
所
が
開
設
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
縦
覧
所
開
設
の
計
画
が
出
て
き
た
の
は
、
関
川
平
四
郎
日
記
に
よ
れ

ば
明
治
七
年
の
二
月
二
十
四
日
で
す
。
【
資
料
２
】
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
れ
は
「
江
差

町
史
第
四
巻
」
の
平
四
郎
日
記
か
ら
、
縦
覧
所
と
書
籍
に
関
す
る
事
柄
を
抜
粋
し
た
も

の
で
す
。
た
だ
、
俳
譜
関
係
や
教
導
職
関
係
の
記
事
の
中
に
も
書
物
に
関
す
る
こ
と
が

の
で
す
。
た
だ
、
俳
譜
関
係
や
教
導
職
関
係
の
記
事
の
中
に
も
普
物
に
関
圭

ら
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
今
回
は
便
宜
上
割
愛
し
て
い
ま
す
。

一
三
拾
一
匁
後
藤
点
五
経
上
本

一
拾
八
匁
五
分
同
四
書

〆
百
八
拾
壱
匁
五
分

（
略
）

午
五
月
十
五
日

関
川
与
兵
衛
様
高
岡
屋
忠
助

演
屋
文
左
衛
門
様

播
清
様

（
「
覚
（
午
五
月
十
五
日
、
高
岡
屋
忠
助
よ
り
関
川
与
左
衛
門
ほ
か
宛
）
」
〔
７
１

３
６
６
８
１
２
〕
）

（
略
）
新
聞
見
読
所
願
立
之
事
悴
与
左
エ
門
へ
内
談
ス
（
略
）

７
〃
３
／
３

０
／
０
／
０

070707

／／／′
030303

／／／

090604

07070707070707
／／／／／／／

05040404030303
／／′／／／／／
15070302251312

070707

／／／
090909

／／／
302827

※
こ
の
間
縦
覧
場
建
設
の
記
事
あ
り
。

（
略
）
増
田
氏
江
有
志
達
世
話
向
頼
合
ス
森
氏
来
ル
熟
読
所
之
事

談
ス
鈴
鹿
氏
ヲ
訪
ふ
西
川
氏
ヲ
訪
フ
願
書
之
事
ヲ
談
ス

（
略
）
願
書
下
案
ヲ
以
藤
枝
政
信
二
談
ス
増
田
氏
来
ル

森
氏
来
ル
注
文
増
補
新
令
字
解
全
（
略
）

縦
読
所
拝
借
地
願
書
本
多
恒
斎
ヲ
以
出
張
所
江
差
遣
ス
森
氏
来
ル

（
略
）
筑
前
戦
争
ヲ
聞
事
二
通
、
西
国
立
意
論
十
一
冊
、
自
由
之
理

六
冊
已
上

（
略
）
杉
野
氏
来
ル
上
方
新
聞
書
写
し
一
読
ス

森
氏
来
ル
側
面
図
之
事
申
来
ル
（
略
）

（
略
）
江
刺
新
聞
ヲ
視
ル

（
略
）
〈
与
印
へ
注
文
書
左
二
（
略
）
増
補
新
令
字
解
二
冊
（
略
）
／

（
略
）
森
省
吾
殿
東
京
注
文
書
〈
与
印
へ
相
渡
ス
事

（
略
）
〈
与
主
人
東
京
行
出
立
ス

（
略
）
古
郡
真
直
殿
よ
り
御
日
誌
別
紙
之
通
縦
覧
所
江
呈
上
致
し
度
旨

申
来
ル
事
（
略
）

（
略
）
縦
覧
場
入
用
之
内
へ
／
金
十
両
森
省
吾
江
内
渡
ス

縦
覧
場
入
用
内
渡
し
／
一
、
金
五
十
五
両
森
氏
へ
相
渡
ス

縦
覧
場
惣
仕
上
ケ
坪
十
六
工
之
事
森
氏
江
申
遣
ス
／
金
八
両
也
森

省
殿
江
相
渡
ス
事
（
略
）
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080808080808明
／／／／／／／治
060505050201八

／／／／／／年
300504012220

070707

／／／
121212

／／／
221303

〃
／
、
／
幻
※
縦
覧
場
開
場

070707

／／／
111110

／／／
171322

森
省
吾
来
ル
古
本
相
渡
ス
（
略
）

（
略
）
森
省
吾
江
縦
覧
場
惣
勘
定
尻
金
弐
円
三
歩
一
朱
相
渡
ス

（
略
）
古
利
宝
丸
入
港
ス
文
次
郎
ヨ
リ
書
状
来
ル
（
略
）

森
省
吾
注
文
之
荷
物
切
解
之
事
（
略
）

（
略
）
森
省
吾
来
ル
荷
解
（
略
）

辰
右
エ
門
船
、
佐
之
助
船
両
艘
共
来
ル
東
京
よ
り
六
月
十
二
日
出
し

報
知
新
聞
第
六
百
三
十
八
号
、
四
月
十
二
日
よ
り
第
六
百
九
十
三
号
本

月
十
二
日
迄
之
分
悴
出
先
ヨ
リ
（
略
）

（
略
）
金
壱
両
藤
枝
書
物
寄
附
二
遣
ス
夫
池
田
氏
江
相
渡
ス
（
略
）

利
宝
丸
文
治
郎
江
注
文
書
相
認
森
省
吾
分
な
り

（
略
）
森
省
吾
殿
江
諸
払
之
内
金
二
十
二
両
相
渡
ス
／
金
五
両
ハ
森

氏
庇
普
請
手
伝
と
し
て
遣
ス
壱
両
ハ
御
内
室
二
水
引
仕
立
料
と
し
て

遺
ス
／
系
本
半
紙
五
十
枚
十
九
薄
様
嘩
村
小
本
五
十
枚
十
五
懐
中

七
変
化
本
六
以
上
森
省
吾
行

へへへ

略略略
…ーー

縦
覧
場
張
付
向
頼
合
ス
（
略
）
金
壱
両
森
省
吾
へ
渡
ス

縦
覧
場
投
書
有
之
此
段
御
出
張
所
へ
届
出
候
也

報
知
新
聞
来
ル
（
略
）

明
治
九
年

的
／
皿
／
週
東
京
行
佳
峯
園
年
玉
壱
円
入
書
状
出
ス
悴
与
左
エ
門
行
書
状
共
ノ
ー

0909

／／
0906

／／
1228

的
／
／
船
／
肥
（
略
）

0909090909

／／／／／
0605050503

／／／／／
0708050206

的
／
蛇
／
妬

的
／
皿
／
〃

鵬
／
Ｗ
／
鵬
（
略
）
池
田
豊
左
エ
門
来
テ
縦
覧
場
新
聞
連
名
之
内
相
除
呉
候
様

護
居
森
氏
迄
先
達
而
申
入
置
候
由
持
語
之
事
（
略
）

鵬
／
的
／
“
（
略
）
東
京
下
荷
物
解
森
省
売
渡
ス
事
（
略
）

枚
相
渡
ス
事
（
略
）

（
略
）
新
聞
来
ル

（
略
）
森
省
吾
大
病
之
事
（
略
）

（
略
）
小
本
四
冊
・
公
私
案
文
（
略
）

（
略
）
東
京
ヨ
リ
報
知
新
聞
第
四
月
廿
五
日
ヨ
リ
五
月
廿
日
迄
已
上
十

九
枚
到
来
ス
（
略
）

旧
蝋
三
十
日
出
東
京
悴
与
左
エ
門
よ
り
書
状
到
来
ス
報
知
新
聞
之
事
申

来
ル
（
略
）

（
略
）
森
省
吾
よ
り
源
氏
五
十
四
集
井
景
園
上
下
・
秘
事
壱
部
又
小
本

続
キ
物
壱
部
代
金
六
円
三
十
銭
ニ
テ
置
受
此
所
へ
六
円
五
十
銭
相
渡

シ
釣
之
分
預
ヶ
置
候
事
（
略
）

（
略
）
縦
覧
場
ヲ
訪
（
略
）

（
略
）
新
聞
九
枚
来
ル
事

利
宝
丸
入
港
莚
積
下
ル
（
略
）

ィ
印
便
説
江
ル
森
省
吾
注
文
書
入
ル
土
産
物
心
得
方
申
遣
ス

縦
覧
場
へ
報
知
新
聞
四
月
廿
五
日
よ
り
五
月
廿
日
迄
都
合
十
九
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明
治
十
年

皿
／
／
蛇
／
／
吃

、
／
舵
／
／
喝

明
治
十
一
年

Ｉ

ｕ
／
Ⅲ
／
“
（
略
）
又
ヱ
印
江
開
化
問
答
次
巻
貸
遣
ス

的
／
皿
／
／
妬
（
略
）
同
夜
森
省
吾
病
死
之
事

的
／
／
皿
／
吃
（
略
）
十
月
舟
日
悴
与
左
エ
門
よ
り
東
京
ヨ
リ
書
状
到
来
ス
熊
本
県

下
暴
賊
一
条
・
新
文
番
外
壱
枚
到
来
ス
（
略
）

的
／
吃
／
昭
（
略
）
東
京
在
与
左
エ
門
井
佳
峯
園
或
ハ
関
為
山
等
よ
り
書
状
到
来
ス

（
略
）
東
京
よ
り
新
聞
紙
十
一
月
四
日
よ
り
十
四
日
迄
都
合
九
枚
到
来

セ
リ
（
略
）

的
／
吃
／
〃
森
省
吾
家
内
来
テ
借
財
之
義
願
出
ル
答
テ
此
後
之
利
足
用
捨
可
致
候

尚
又
残
り
物
品
々
之
儀
ハ
明
春
改
候
上
受
取
可
申
旨
申
遣
し
候
事
（
略
）

1010

／／
0202

／／／
2220

皿
／
“
／
略

皿
／
蛇
／
認

（
略
）
高
野
啓
助
来
テ
縦
覧
場
守
約
定
ス
（
略
）

（
略
）
縦
覧
場
森
省
吾
内
義
相
招
転
住
之
義
相
尋
候
処
何
日
二
而
も

差
支
無
之
趣
申
出
候
事
（
略
）

（
略
）
高
野
啓
蔵
相
招
ク
森
省
吾
家
内
ヨ
リ
転
宅
之
儀
申
出
ル
（
略
）

（
略
）
此
般
縦
覧
場
内
江
高
野
啓
蔵
住
居
為
致
候
二
付
届
出
代
高
野

啓
蔵
ヲ
以
差
出
候
事
用
紙
半
紙
三
通
差
出
ス
事
（
略
）

（
略
）
森
省
吾
家
内
縦
覧
場
よ
り
山
ノ
上
江
転
宅
之
事
高
野
啓
蔵
夫

婦
両
人
縦
覧
場
江
転
宅
之
事
（
略
）

（
略
）
東
京
開
知
新
聞
社
よ
り
新
聞
見
ル
事
（
略
）

llllllllllllllllllllllllllllllll

/／／／／，／／／／／／／／，／／／／／，／／
05050505050505040404040404030302
/／／／／／／，／／／／／／，／，／，／／／／，／
28231814080403292321191406180906

11111111

／／／／
06060605

／／／／
14130330

（
略
）
縦
覧
場
新
聞
代
高
野
氏
へ
才
足
ス
（
略
）

（
略
）
又
次
郎
来
ル
教
諭
書
一
冊
貸
遣
ス
（
略
）

（
略
）
藤
倉
氏
よ
り
函
館
新
聞
借
ル
（
略
）

縦
覧
場
高
野
氏
引
上
ル
（
略
）

東
京
ヨ
リ
新
聞
至
来
ス
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
続
六
枚
至
来
ス
（
略
）

（
略
）
佐
々
木
律
郎
来
ル
縦
覧
場
願
書
依
頼
之
事
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
二
通
相
達
ス
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
三
枚
来
ル
（
略
）

（
略
）
藤
浦
氏
へ
新
聞
貸
ス

（
略
）
東
京
梅
の
本
よ
り
新
誌
四
冊
来
ル

（
略
）
報
知
新
聞
九
枚
至
来
ス
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
六
枚
来
ル
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
三
枚
到
来
ス
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
本
月
五
日
ヨ
リ
七
日
迄
三
枚
至
来
ス
（
略
）

蒸
気
入
港
ス
（
略
）
東
京
ヨ
リ
佳
峰
園
書
状
井
摺
も
の
九
枚
入
至
来
ス

本
月
十
七
日
出
也
梅
ノ
本
よ
り
教
林
新
誌
六
、
報
知
新
聞
三
ツ
ヵ

ル
木
村
伊
太
郎
よ
り
書
状
（
略
）

（
略
）
読
売
新
聞
ヲ
視
ル
事
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
六
枚
来
ル
（
略
）

（
略
）
報
知
新
聞
六
通
到
来
ス
（
略
）

（
略
）
昨
十
三
日
縦
覧
場
井
口
節
男
移
ル
（
略
）
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【
資
料
３
】

明
治
九
年

的
／
皿
／
妬

こ
の
日
記
で
ま
ず
わ
か
る
の
は
、
縦
覧
所
の
初
代
管
理
者
で
あ
っ
た
森
省
吾
と
い
う

人
物
が
、
縦
覧
所
開
設
前
後
に
、
東
京
や
関
川
家
の
北
前
船
に
多
く
の
注
文
書
を
出
し
、

荷
物
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
点
線
で
傍
線
を
引
い
て
い
る
記
事
を
ご
覧

下
さ
い
。
こ
れ
は
他
の
時
期
の
日
記
に
は
な
い
記
述
で
、
こ
れ
ら
の
注
文
書
の
中
に
書

籍
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
事
実
、
東
京
の
与
左
衛
門
の
日
誌
に
は
、
森
か
ら
本
の
注
文
が
あ
っ

た
旨
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
【
資
料
３
】
の
明
治
九
年
一
月
二
十
五
日
の
項
を
ご
覧
下

式
』
い
◎

111111

／／／
090606

／／／
061918

（
略
）
後
二
時
三
十
分
西
谷
儀
見
舞
来
リ
ロ
所
ヨ
リ
油
紙
包
壱
箇
達
ス

価
之
清
口
出
ス

改
封
左
二
（
略
）

金
二
百
三
十
円

内
百
三
十
円
本
多
行
書
物
係
則
森
之
出
ス
（
略
）

○
森
省
吾
ヨ
リ
注
文
品
左
二

四
書
後
藤
点
十
部

（
略
）
新
聞
六
枚
本
月
六
日
迄
之
分
来
ル
（
略
）

（
略
）
井
口
節
男
来
テ
縦
覧
地
小
普
請
之
事
ヲ
語
ル
（
略
）

（
略
）
福
沢
文
集
上
下
二
冊
小
出
氏
ヨ
リ
借
用
ス
（
略
）

的
／
略
／
巧

私
案
文
壱
冊
（
略
）

的
／
略
／
“
○
午
後
六
時
達
ス
東
京
金
井
ヨ
リ
郵
便
壱
封
但
し
在
所
ヨ
リ
四
月
十
九

日
発
書
口
又
上
ヨ
リ
一
通
〈
ホ
ョ
リ
壱
通
本
多
ヨ
リ
壱
封
在
中
セ
リ
酒

井
玄
洋
父
子
出
京
ノ
ョ
シ
注
文
品
井
漁
事
方
申
来
ル
（
略
）
○
景
普
二

的
／
“
／
幅
（
略
）
○
本
多
氏
荷
江
在
所
行
銚
品
左
二
（
略
）
○
小
本
四
冊
○
公

的
／
腿
／
皿
午
後
一
時
本
多
同
行
（
略
）
又
馬
喰
町
二
丁
目
書
騨
英
蘭
堂
島
村
利
介

方
二
至
り
（
略
）

的
／
伽
／
詔
（
略
）
日
本
ば
し
通
四
丁
目
金
花
堂
須
原
や
佐
助
へ
森
氏
注
文
ノ
四
書

小
学
□
ロ
ス
申
越
タ
ル
ト
ハ
価
大
二
違
う

冊
○
開
次
郎
旧
平
／
問
答
後
編
○

（
略
）
在
所
ヨ
リ
状
数
ア
リ
左
二

○
父
上
ヨ
リ
ニ
通
注
文
書
入
○
本
多

○
系
図
本
二
冊
前
便
之
分
（
略
）

後
篇
（
略
）

○
新
聞
を
前
極
之
事

○
本
多
氏
注
文

「
タ
ン
子
ル
氏
、
薬
家
篇
井
医
療
大
成

「
袖
珍
薬
説
増
補
ノ
分

「
医
学
雑
誌
（
略
）

但
し
壱
部
八
十
七
銭
五
分
是
ハ
函
館
送
候

小
学
内
外
揃
十
部

但
し
三
十
七
銭
五
分
同
前○

本
多
ヨ
リ
一
通

○
四
書
一
部

○
開
次
郎
旧
平
／
開
化
問
答

へ

略
へ

略
…
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こ
の
時
、
江
差
か
ら
書
籍
購
入
の
注
文
書
と
金
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
【
資
料

２
】
の
明
治
九
年
一
月
十
三
日
の
項
で
傍
線
を
付
し
て
あ
る
注
文
書
に
該
当
し
ま
す
。

森
の
注
文
は
四
書
と
小
学
内
外
揃
で
す
が
、
い
ず
れ
も
十
部
と
い
う
の
は
、
縦
覧
所
の

書
籍
と
し
て
は
い
さ
さ
か
数
が
多
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
う
ち
四
書
は
先
に
【
資
料

１
】
の
書
目
の
中
に
も
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
皇
学
舎
の
教
科
書
と

し
て
あ
ら
た
め
て
購
入
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
森
は
【
資
料
３
】

で
は
「
書
物
係
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
皇
学
舎
に
お
け
る
役
割
だ
っ
た
の
か
、

縦
覧
所
で
の
役
割
だ
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
縦
覧
所
の
性
格
に
も
関
わ
る
こ
と
で
、
今
後

よ
り
慎
重
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
明
治
九
年
に
森
が
亡
く

な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
頻
繁
な
注
文
の
記
述
は
な
く
な
り
ま
す
。

【
資
料
２
】
に
戻
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
先
に
あ
げ
た
皇
学
舎
の
同
人
を
中
心
に
、

書
物
の
寄
付
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
「
太
政
官
日
誌
」
を
寄
附
し
た

古
郡
真
直
を
は
じ
め
、
皇
学
舎
で
書
物
収
集
に
尽
力
し
た
四
名
が
こ
こ
で
も
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
差
か
ら
東
京
へ
の
注
文
の
仲
立
ち
と
し
て
〈
与

と
い
う
商
人
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
山
崎
与
五
右
衛
門
と
い
う
商
人

で
、
金
物
や
雑
貨
を
扱
っ
て
い
た
商
人
で
す
。
雑
貨
商
と
い
う
こ
と
で
、
書
物
も
扱
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
報
知
新
聞
が
東
京
か
ら
頻
繁
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
縦
覧
所
備

的
／
脇
／
釦
（
略
）
〈
与
口
江
誰
品
左
二

○
本
多
行
医
学
雑
誌
九
ヨ
リ
十
一
三
冊
○
開
化
問
答
二
編
二
冊

（
関
川
与
左
衛
門
「
行
旅
日
誌
二
号
」
〔
１
２
１
２
６
〕
）

で
は
、
次
に
東
京
の
与
左
衛
門
の
日
記
を
見
る
こ
と
で
、
江
差
と
東
京
の
間
で
の
書

物
の
や
り
と
り
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
江
差
と
東
京
の

間
の
航
路
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

三
菱
汽
船
会
社
が
東
京
ｌ
函
館
間
に
定
期
航
路
を
開
設
し
た
の
は
明
治
七
年
で
す
。

翌
八
年
に
は
函
館
に
三
菱
の
支
店
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
九
年
に
横
浜
ｌ

下
関
ｌ
新
潟
ｌ
函
館
の
西
回
り
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
函
館
が
こ
の
よ
う
な
蒸
気
船

の
定
期
航
路
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
の
に
対
し
、
江
差
は
長
く
北
前
船
が
海
運
の
中
心

で
し
た
。
『
江
差
町
史
第
六
巻
」
に
よ
れ
ば
、
関
川
家
の
北
前
船
経
営
は
明
治
二
十
八

年
ま
で
で
す
。
し
か
し
、
明
治
三
十
五
年
、
三
十
八
年
に
は
北
前
船
と
の
取
引
記
録
が

あ
る
そ
う
で
す
。
明
治
九
年
の
与
左
衛
門
の
出
京
日
誌
で
は
、
江
差
と
の
往
来
に
横
浜

か
ら
の
定
期
航
路
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
横
浜
ｌ
函
館
は
海
路
、
函
館
ｌ
江

差
は
陸
路
で
し
た
。

で
は
、
再
び
【
資
料
３
】
の
明
治
九
年
一
月
二
十
八
日
の
記
事
を
ご
覧
下
さ
い
。
先

ほ
ど
見
た
、
森
省
吾
か
ら
の
注
文
品
は
、
金
花
堂
須
原
屋
佐
助
か
ら
購
入
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
ら
価
格
が
伝
え
ら
れ
た
物
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
金
花

え
付
け
用
だ
っ
た
こ
と
は
、
【
資
料
２
】
の
明
治
九
年
六
月
八
日
の
記
事
で
確
認
で
き

ま
す
。
前
日
に
到
来
し
た
報
知
新
聞
を
、
翌
日
縦
覧
所
へ
移
し
て
い
る
記
事
で
す
。
こ

の
新
聞
は
東
京
か
ら
与
左
衛
門
が
送
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後

で
ま
た
ふ
れ
ま
す
。

Ⅳ
、
東
京
ｌ
江
差
間
の
書
物
・
新
聞
の
流
通
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堂
か
ら
の
購
入
は
同
じ
く
【
資
料
３
】
の
明
治
九
年
四
月
五
日
の
記
述
に
出
て
く
る

「
公
私
案
文
」
も
同
様
で
す
。
こ
れ
は
日
記
に
は
購
入
先
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

本
そ
の
も
の
が
関
川
家
旧
蔵
書
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
の
後
ろ
見
返
し
の
ハ
ガ
レ

部
分
に
「
金
花
堂
」
の
仕
入
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
そ
の
後
無
事
江
差

に
届
い
た
こ
と
が
、
【
資
料
２
】
の
平
四
郎
日
記
明
治
九
年
五
月
八
日
の
記
述
で
わ
か

も
う
一
つ
、
【
資
料
３
｝
の
明
治
九
年
五
月
四
日
と
十
五
日
の
記
事
で
、
「
開
次
郎
旧

平
／
開
化
問
答
後
篇
」
の
注
文
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
川
為
治
著
「
開
化

問
答
」
の
第
二
編
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
現
在
旧
蔵
書
の
中
に
無
く
、
ど
こ
か

ら
購
入
し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
【
資
料
２
】
の
平
四
郎
日
記
明
治
十
一
年
一
月
四
日

に
、
他
人
に
貸
与
し
た
旨
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
縦
覧
所
書
籍
と
し
て
で
は

な
く
、
平
四
郎
の
私
物
と
し
て
注
文
さ
れ
た
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
に
、
町
医
師
だ
っ
た
本
多
正
幸
が
医
学
書
の
注
文
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
多
が
東
京
滞
在
時
に
翻
訳
医
学
書
を
多
く
刊
行
し
て
い
た
英
蘭
堂
を
訪
れ
て
い
た
こ

と
が
、
【
資
料
３
－
の
明
治
九
年
二
月
十
一
日
の
記
事
で
わ
か
り
ま
す
。
今
回
、
与
左

衛
門
の
日
記
を
解
読
で
き
た
の
は
わ
ず
か
で
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
書
物
の
動
き
が

具
体
的
に
わ
か
り
ま
し
た
。

で
は
、
新
聞
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
与
左
衛
門
か
ら
、
直
接
江
差
に
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
江
差
の
郵
便
局
開
局
は
明
治
五
年
で
す
。
た
だ
、
少
し
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
当
初
与
左
衛
門
は
、
報
知
社
が
直
接
縦
覧

所
へ
郵
送
す
る
契
約
を
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
す
。
【
資
料
４
】
を
ご
覧
下
さ
い
。

り
ま
す
。

【
資
料
４
】

明
治
八
年

鵬
／
／
肥
／
釦

09090909090909090808明一
／／／，／／／，／／／／治資
02020202010101011212八料
/／／／／／／／／／／／／／／年5
13090603312522173130-

こ
こ
で
、
与
左
衛
門
は
郵
税
ま
で
払
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
｛
資
料
５
】

の
与
左
衛
門
の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
、
与
左
衛
門
が
直
接
郵
送
し
て
い
ま
す
。

（
略
）
○
報
知
社
江
縦
覧
所
之
分
時
戌
年
十
月
十
六
日
よ
り
亥
年
十
二

月
中
マ
テ
郵
税
ト
モ
払
渡
受
書
ア
ル

金
八
円
二
十
銭
七
分
五
毛
（
略
）

（
略
）
○
報
知
社
新
聞
二
付
配
達
之
義
申
送
ス
（
略
）

○
一
月
廿
九
日
二
月
二
日
三
日
都
合
三
号
新
聞
郵
送
ス

（
略
）
○
四
日
ヨ
リ
六
日
マ
テ
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

（
略
）
○
七
日
ヨ
リ
九
日
マ
テ
新
聞
三
葉
郵
送
ス

（
略
）
○
十
日
十
二
日
十
三
日
新
聞
三
葉
郵
送
ス
（
略
）

（
略
）
亦
森
省
吾
本
多
口
人
ヨ
リ
聞
紙
代
之
コ
ト
ヲ
申
送
ス
合
封
（
略
）

（
略
）
○
本
日
ヨ
リ
一
月
三
日
マ
テ
報
知
社
休
業
（
略
）

（
略
）
八
日
十
五
日
十
六
日
三
日
分
新
聞
郵
送
ス

（
略
）
十
九
日
廿
日
廿
一
日
三
日
分
新
聞
出
ス

廿
三
日
廿
四
廿
五
三
日
分
新
聞
出
ス
（
略
）

（
津
祢
須
美

〕
分
五
毛
（
略
）

（
関
川
与
左
衛
門
）

「
道
中
記
」
〔
１
２
１
７
２
〕
）
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0909090909

／／／／／
0805050504

／／／／／
2130190428

0909

／／
0404

／／
2514

090909090909090909090909

／／／／／／／／／／／／／
040303030303030202020202

／／／／／／／／／／／／／
072017141007042926231916

廿
七
廿
八
廿
九
三
日
分
新
聞
紙
郵
送
ス
（
略
）

（
略
）
○
新
聞
を
前
極
之
事
（
略
）

（
略
）
当
去
月
廿
九
日
よ
り
本
日
ま
て
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

（
略
）
新
聞
紙
本
月
三
十
日
マ
テ

○
新
聞
六
月
九
日
ヨ
リ
八
月
廿
一
日
マ
テ
壱
包

函
館
塚
田
マ
テ
加
賀
ャ
友
七
ロ
ョ
リ
送
ル
（
略
）

八
九
十
三
日
分
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

（
略
）
十
二
日
十
三
日
十
四
三
日
分
新
聞
紙
出
ス
（
略
）

十
五
十
六
十
七
三
日
分
新
聞
出
ス
（
略
）

十
八
十
九
二
十
三
日
分
新
聞
紙
郵
送
セ
リ
（
略
）

去
月
廿
二
日
ヨ
リ
本
日
マ
テ
新
聞
本
多
氏
江
銚
江
渡
ス

本
年
代
価
不
残
昨
六
日
払
候
（
略
）

（
略
）
去
ル
九
日
（
※
見
せ
消
）
ヨ
リ
十
四
日
マ
テ
新
聞
合
封
シ
（
略
）

○
在
所
行
状
壱
通
本
多
江
壱
通
外
二
新
聞
本
月
十
五
日
ヨ
リ
廿
五
日
マ

○
新
聞
十
四
十
五
十
六
三
日
分
郵
便
二
出
ス
（
略
）

○
十
七
十
八
十
九
三
日
分
新
聞
紙
郵
便
二
差
出
ス

○
新
聞
紙
二
十
廿
二
廿
三
三
日
分
郵
送
セ
リ

○
廿
四
廿
五
廿
六
新
聞
紙
三
葉
郵
送
ス
（
略
）

廿
七
廿
八
廿
九
三
日
分
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

二
日
三
日
四
日
附
録
新
聞
紙
郵
便
出
ス
（
略
）

五
六
七
三
日
分
新
聞
出
ス
（
略
）

テ
九
葉
二
包
（
略
）

傍
線
部
に
配
達
や
契
約
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
の
で
、
報
知
社
の
都
合
か
何
か

で
契
約
を
結
び
直
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
聞
の
全
国
配
達
の
実
態
を
考
え
る

上
で
も
興
味
深
い
行
き
違
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
東
京
か
ら
の
頻
繁
な
郵
送
は
、
定
期
航
路
の
開
設
が
不
可
欠
だ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
で
は
、
東
京
ｌ
函
館
間
の
定
期
航
路
開
設
以
前
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
あ
た
り
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
調
べ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
近
世
と
近
代
の
流
通

の
変
容
を
探
る
と
い
う
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で
す
。
【
資
料
６
】

を
ご
覧
下
さ
い
。

0909090909

／／／／／
0909080808

／／／／／
1104312824

【
資
料
６
】

社
中
ヨ
リ
注
文

一
増
訂
表
義
略
式
三
朱
ト
五
百
文

一
増
訂
神
事
略
式
二
分
卜
五
百
文

〆
此
処
江
八
拾
銭
預
ル

第
二
月
念
七 ○

廿
三
日
廿
四
日
二
十
二
新
聞
郵
送
セ
リ

○
廿
五
廿
六
廿
八
日
新
聞
郵
送
ス

（
略
）
○
廿
九
三
十
冊
一
新
聞
郵
送
ス
且
本
多
行
モ
出
ス

一
二
四
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

八
九
十
一
新
聞
郵
送
ス
（
略
）

（
関
川
与
左
衛
門
「
行
旅
日
誌
二
号
」
〔
１
２
１
２
６
〕
）
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定
期
航
路
開
設
直
前
の
明
治
六
年
二
月
に
、
与
左
衛
門
が
江
差
か
ら
函
館
に
出
か
け

る
と
き
の
使
い
物
の
目
録
中
に
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
「
社
中
」
と
い

（
註
）

う
の
は
お
そ
ら
く
皇
学
舎
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
使
う
神
道
関
係
の
書
物
二
冊
を
東
京

の
書
騨
か
ら
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
実
際
に
そ
の
後
の
日
記
の
記
述
で
、

与
左
衛
門
は
函
館
で
書
物
の
注
文
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
東
京
の
書
物
を
購

入
す
る
際
に
は
、
函
館
ま
で
出
て
注
文
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
近
世
期
の
文
書
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
今
後
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

で
は
、
一
方
で
関
西
の
書
物
は
江
差
に
到
来
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
与
左
衛
門
日
記
の
よ
う
な
有
力
な
記
録
が
無
く
、
取
引
文
書
も
今
の
と

こ
ろ
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
無
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

関
川
家
旧
蔵
書
の
中
で
、
縦
覧
所
備
え
付
け
の
図
書
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
時
期

に
購
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
群
の
書
物
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
明
治
五
年
か
ら
七

年
に
刊
行
さ
れ
た
啓
蒙
書
で
、
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
た
形
跡
が
無
く
、
袋
を
備
え
る
と
い

う
、
書
物
の
保
存
の
状
況
か
ら
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
書
物

Ｖ
・
関
西
ｌ
江
差
間
の
書
籍
・
新
聞
流
通
の
可
能
性

東
京
書
林
（
関
川
常
澄
（
与
左
衛
門
）
「
出
函
日
誌
乾
（
明
治
六
年
二
月
二
十
八

日
～
三
月
十
六
日
）
」
〔
１
２
１
６
４
〕
）

群
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
袋
や
後
ろ
見
返
し
の
ハ
ガ
レ
部
分
な
ど
に
仕
入
印
を
持
っ
た
物

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
が
、
大
阪
の
本
屋
の
仕
入
印
を
持
つ
も
の
が
大
半
で
す
。
当
館

の
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抜
粋
し
た
デ
ー
タ
【
資
料
７
】
を
ご
覧

下
さ
い
。

①
姿
隠
、
置
・
い
い
や
曽
標
註
剛
修
／
故
事
必
読
》
市
川
清
流
解
華
明
十
諏
仕
入
印

「
須
冨
」
（
黒
印
）
・
「
松
山
堂
印
」
（
朱
印
）
・
符
丁
あ
り
。
◆
不
明

②
シ
ら
２
ゞ
噌
浪
華
史
略
初
編
一
染
崎
延
房
一
須
原
屋
茂
兵
衛
／
山
城
屋
佐
兵

衛
／
小
林
新
兵
衛
／
岡
田
屋
嘉
七
／
和
泉
屋
市
兵
衛
／
須
原
屋
伊
八
／
和
泉
屋
金
右
衛

門
／
和
泉
屋
勘
右
衛
門
／
藤
岡
屋
慶
次
郎
／
森
屋
治
兵
衛
／
山
口
屋
藤
兵
衛
／
鶴
屋
喜

右
衛
門
／
椀
屋
喜
兵
衛
／
丁
子
屋
平
兵
衛
／
丁
子
屋
善
兵
衛
／
丁
子
屋
忠
七
一
袋
（
擦

付
）
あ
り
。
袋
に
「
藤
□
」
と
い
う
朱
印
（
仕
入
印
お
よ
び
、
「
モ
以
己
と
符
丁
の

墨
書
あ
り
。
◆
不
明

【
資
料
７
】

※
凡
例
…
（
請
求
記
号
”
書
名
一
著
者
名
一
刊
年
一
補
記
◆
仕
入
印
の
書
騨
名
）
の
順

序
で
記
載
。

③
シ
韻
中
旨
農
業
往
来
》
深
沢
菱
潭
》
袋
あ
り
。
袋
に
「
華
井
氏
製
本
記
」
と
い
う

朱
印
（
仕
入
印
）
お
よ
び
、
「
モ
フ
イ
」
と
い
う
符
丁
の
墨
書
あ
り
。
◆
花
井
卯
助

（
大
阪
）

25



⑧
シ
と
２
画
．
鷲
童
蒙
を
し
へ
草
初
編
《
福
沢
諭
吉
一
明
治
五
年
》
袋
に
「
大
野

⑦
シ
，
畠
山
●
噂
横
浜
往
来
《
仮
名
垣
魯
文
一
明
治
六
年
《
袋
”
魁
星
印
（
朱
印
）
、
書

騨
印
「
万
笈
閣
梓
」
（
朱
印
）
、
蔵
版
印
「
江
戸
本
石
町
二
丁
目
角
書
籍
売
買
所
椀
屋
喜

兵
衛
蔵
」
（
朱
印
）
、
仕
入
印
「
河
茂
」
（
黒
印
）
・
一
枚
刷
り
広
告
二
枚
あ
り
。
木
版
。

「
開
化
童
子
往
来
」
、
「
開
化
／
近
道
子
宝
口
書
騨
大
阪
心
斎
橋
筋
筋
博
労
町
角

岡
田
茂
兵
衛
」
◆
岡
田
茂
兵
衛
（
大
阪
）

⑥
シ
農
令
旨
開
化
商
売
往
来
垂
松
川
半
山
一
袋
あ
り
。
「
紀
元
二
千
五
百
冊
三
年

春
／
松
川
半
山
編
井
画
／
開
化
商
売
往
来
／
岡
田
群
玉
堂
梓
」
、
仕
入
印
「
大
坂
河

茂
」
（
朱
印
）
、
符
丁
「
モ
ヒ
ャ
」
（
墨
書
）
。
※
多
色
刷
り
。
菫
元
捌
最
終
行
に
河
内
屋

茂
」
（
朱
印
）
、
符
丁
「
モ
ヒ
ヤ
」
一

茂
兵
衛
。
◆
岡
田
茂
兵
衛
（
大
阪
）

⑤
シ
埼
昌
．
寧
胃
童
蒙
／
教
の
道
す
じ
華
箕
作
麟
祥
纂
輯
》
明
治
六
年
一
仕
入
印

「
岡
田
」
（
朱
印
）
・
符
丁
“
朱
書
、
墨
書
の
二
種
あ
り
。
◆
岡
田
茂
兵
衛
（
大
阪
）

④
ン
亀
や
旨
翻
刻
／
神
教
要
旨
一
明
治
五
年
郵
袋
あ
り
。
題
篭
と
同
様
。
符
丁
「
モ

ヒ
ミ
」
（
墨
書
）
。

裏
見
返
し
に
広
告
一
葉
貼
付
。
「
三
教
捷
解
／
憧
根
草
［
か
し
こ
れ
ぐ
さ
］
」
「
書
騨

大
坂
心
斎
橋
筋
博
労
町
角
岡
田
茂
兵
衛
」
。
・
奥
付
「
明
治
壬
申
刻
成
」
「
刻
工
津

岡
源
兵
衛
」
◆
岡
田
茂
兵
衛
（
大
阪
）

⑪
ン
設
い
旨
童
蒙
／
習
字
学
初
《
真
幸
正
太
郎
一
明
治
六
年
》
赤
志
忠
七
（
大
阪
）

刊
《
袋
あ
り
。
見
返
し
と
同
様
。
魁
星
印
、
書
騨
印
、
仕
入
印
「
河
静
」
（
黒
印
）
、
符

丁
「
モ
ヒ
フ
イ
」
（
墨
書
）
。

広
告
一
葉
は
さ
ん
で
あ
り
。
楮
紙
、
縦
一
五
・
七
糎
×
横
一
二
・
二
糎
。
「
紀
元
二
千

五
百
三
十
三
年
第
十
一
月
新
刻
／
／
翠
栄
堂
安
信
著
井
画
図
／
世
界
新
名
数
画
入
初
編

二
冊
出
版
二
編
三
編
二
冊
宛
追
刻
（
略
）
／
発
見
書
林
大
坂
安
土
町
心
斎
橋
南
へ

入
鹿
田
静
七
版
／
／
（
略
と
。
◆
鹿
田
清
七
（
大
阪
）

⑩
シ
念
瞳
画
‐
哨
神
判
記
実
初
編
一
山
口
起
業
《
明
治
七
年
《
加
藤
長
平
（
伊
勢
）

刊
一
袋
あ
り
。
見
返
し
と
同
様
。
青
刷
り
。
印
「
官
許
」
（
朱
印
）
、
「
初
秩
」
（
朱
印
）
、

書
騨
印
「
山
田
書
房
／
／
一
志
町
角
／
／
加
藤
講
古
堂
／
藤
原
屋
長
平
／
製
本
之
記
」
（
朱

印
）
、
仕
入
印
「
河
□
（
※
勘
？
）
」
（
黒
印
）
。
◆
河
内
屋
勘
助
（
大
阪
）

⑨
シ
ら
劃
司
輿
地
誌
略
二
篇
一
内
田
正
雄
纂
輯
印
明
治
六
年
一
石
川
県
学
校
蔵

版
一
書
袋
が
残
る
。
見
返
し
と
同
一
の
意
匠
。
中
央
上
部
に
魁
星
印
。
ウ
ラ
に
「
禺
」

の
朱
丸
印
（
仕
入
印
）
を
捺
す
。
北
尾
禺
三
郎
（
大
阪
安
土
町
）
の
印
か
。
◆
北
尾
禺

三
郎
（
大
阪
）

木
」
と
い
う
朱
印
（
仕
入
印
）
お
よ
び
、
「
モ
以
ヒ
ミ
」
と
い
う
符
丁
の
墨
書
あ
り
。

巻
の
一
後
見
返
し
の
紙
の
ウ
ラ
に
「
大
野
木
」
と
い
う
朱
印
（
仕
入
印
）
あ
り
。
◆
大

野
木
市
兵
衛
（
大
阪
）
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⑫
シ
＄
や
旨
頒
暦
詳
註
／
太
陽
暦
俗
解
第
一
本
一
花
井
静
》
明
治
五
年
》
書
袋
を

挟
み
込
む
。
書
袋
は
見
返
し
と
同
一
だ
が
、
「
万
青
堂
発
見
」
の
上
に
「
万
青
堂
□
□

口
製
本
記
」
の
朱
印
を
捺
す
。
ウ
ラ
に
「
梅
邨
」
の
朱
印
（
梅
村
彦
七
か
）
と
「
書
林

売
捌
所
」
「
広
嶌
」
「
□
ご
や
町
」
「
久
保
田
三
兵
衛
」
の
黒
印
を
捺
し
、
符
丁
を
墨
書

す
る
。
ウ
ラ
見
返
し
の
ハ
ガ
レ
に
「
河
真
」
の
黒
印
を
捺
す
。
◆
岡
島
真
七
（
大

阪
）
・
梅
村
彦
七
（
大
阪
）

⑬
ン
‐
閉
山
‐
曽
窮
理
う
い
ま
な
び
圭
口
田
庸
徳
訳
述
一
明
治
六
年
一
書
難
広
告
一
枚
挟

ん
で
あ
る
。
「
明
治
六
年
酉
新
刻
文
明
／
開
化
文
章
半
紙
本
全
二
冊
」
「
書
騨

大
阪
心
斎
橋
通
南
久
太
郎
町
抱
玉
堂
中
島
徳
兵
衛
」
◆
中
島
徳
兵
衛
（
大
阪
）

⑭
シ
い
＄
や
旨
○
貝
冒
隅
呉
吾
の
君
。
量
一
吻
雷
印
ざ
ご
途
三
二
園
ョ
の
亀
冒
。
。
著
一
仕
入

印
》
大
阪
岡
本

奥
付
皿
翻
刻
人
花
井
卯
助
・
翻
刻
人
浜
本
伊
三
郎
・
翻
刻
人
田
中
太
右
衛
門
・

翻
刻
人
岡
本
仙
助
◆
岡
本
仙
助
（
大
阪
）

（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
「
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
抜
粋
。
）

⑦
の
仮
名
垣
魯
文
の
「
横
浜
往
来
」
な
ど
、
東
京
で
購
入
し
て
も
良
さ
そ
う
な
物
に

も
、
大
阪
の
書
騨
の
仕
入
印
が
押
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
入
印
と
同
書
蝉
の
広
告

が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
が
あ
る
時
期
に
一
括
し
て
関
西
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
気
に
な
る
の
は
最
初
に
述

べ
た
［
資
料
２
】
に
あ
る
、
森
省
吾
が
関
川
家
の
北
前
船
に
注
文
書
を
出
し
た
り
、
北

前
船
か
ら
お
ろ
し
た
荷
物
の
荷
解
き
を
し
て
い
る
記
述
で
す
。
こ
の
北
前
船
に
よ
っ
て
、

縦
覧
所
開
設
時
に
ま
と
め
て
書
籍
が
購
入
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
取
引
文
書
が
出
て
く
れ
ば
す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
目
録
を
見
て
も
見

あ
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
未
整
理
の
文
書
の
中
に
紛
れ
て
い
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ

ま
せ
ん
。
今
後
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
江
差
町
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
明
治
期
の
新
聞
の
い
く
つ
か

に
、
関
西
の
新
聞
販
売
所
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
江
差
町
郷
土
資

料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
大
阪
日
報
」
（
明
治
十
年
五
月
二
且
に
は
「
神
戸
北
長

狭
通
五
丁
目
日
弘
堂
」
と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
新
聞
は
、
必
ず
し
も
関
川
家
旧
蔵
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
江
差
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
点
で
は
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
研
究
対
象
で

す
。
更
に
こ
れ
ら
の
新
聞
に
は
郵
送
の
た
め
の
切
手
が
直
接
貼
付
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

関
西
か
ら
誰
が
ど
の
よ
う
に
新
聞
を
入
手
し
た
の
か
、
困
難
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
後
何
か
わ
か
れ
ば
よ
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
江
差
町
の
明
治
初
期
の
書
籍
流
通
に
関
す
る

調
査
の
現
状
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

（
註
）
そ
の
後
、
平
成
十
九
年
七
月
の
江
差
町
郷
土
資
料
館
調
査
で
次
の
資
料
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

明
治
六
年
改
記
（
略
）

一
八
十
銭
関
川
常
澄
江
渡
し
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※
掲
載
に
当
た
り
、
当
日
の
発
表
資
料
迄

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
会
場
か
ら
麺

い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
明
治
六
年
の
函
館
で
の
『
表
義
略
式
」
『
神
事
略
式
」
の
購
入
は
皇

学
舎
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

右
は
表
義
神
事
略
式
代

当
日
の
発
表
資
料
を
一
部
省
略
し
、
資
料
番
号
の
付
け
替
え
を

当
日
は
会
場
か
ら
翻
字
の
訂
正
等
多
く
の
ご
指
摘
．
ご
意
見
を

（
「
皇
学
社
掛
金
出
納
」
〔
２
５
１
４
４
〕
）
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